福井県青少年愛護審議会（愛護部会１班）議事録

１　開催日時

　　平成２２年１２月２４日（金）午前１０時～午前１１時３０分
２　開催場所

　　県庁　１１階１１０１会議室
３　出席者

(1)　委員　９人

戎利光会長、浅野清美委員、小川忍委員、海道洋子委員、清水祥三委員
中川和子委員、春木麻紀子委員、山下善久委員、横山巌委員

（欠席　齋藤正委員）

(2)　幹事　３人

桑原昌幸幹事、小和田和義幹事（代理）、牧野行治幹事（代理）
（欠席　棟朝秀一幹事）

(3)　事務局　４人

山口企画幹（県民安全）ほか課員４人

４　審議内容

(1)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の緊急指定に係る報告
　　　　事務局から、１１月に有害興行として緊急指定した映画７作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
　　イ　有害図書等の緊急指定に係る報告
　　　　事務局から、１１月に有害図書等として緊急指定した図書１０冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
(2)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、１１月に有害図書等として包括指定したビデオ等１４７作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

(3)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書の推奨に関して諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による補足説明を行ったところ、８冊を推奨、１冊「ぶたにく」を非推奨、１冊「孝行手首」を保留とした。保留となった図書「孝行手首」については、次回の審議会で再度事前審査および諮問を行うこととした。
　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画８作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１１冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他の報告
(1)　優良図書パネル展の実施について
　　　秋の読書週間にあわせて１０月２５日から開催された優良図書パネル展の実施結果について報告がなされた。
(2)　福井県青少年愛護条例に基づく推奨、指定、措置命令要領の一部改正について
　　平成２２年１２月８日に改正された福井県青少年愛護条例に基づく推奨、指定、措置命令要領について改正の目的、内容の説明がなされた。
６　意見質疑等

(1)　意見質疑

・　青少年の精神的な年齢の低年齢化が生じており、審議会が設定した優良図書の対象年齢と、青少年の実態との間にずれが生じているのではないか。どの年代の子が学校ではどのような本を読んでいるのか、といった情報を得られるとよい。
・　福井県青少年愛護審議会として、優良図書を審査する際に統一した基準・見解を持てるようにするとよいのではないか。

・　優良図書の対象年齢設定に関して、現行通りの決め方でよいと思うが、同一の図書を数人が読んで審査してはどうか。

・　優良図書の対象年齢を「めやす」として設定するのは良いと思う。ただし、設定されることにより、対象年齢以外の人が手をのばしづらくなる可能性もある。設定しなければ、活用の場が広がるのではないか。

(2)　応答
・　今後の審議会において、図書に年齢を設定することの是非について改めて話し合う場を設けたい。

・　同一の図書を数人が読んで審査するには時間がかかり、各委員の負担にもなる可能性があるので、実現するのは難しいのではないか。

・　優良図書を審査する際の基準は「福井県青少年愛護条例に基づく推奨、指定、措置命令要領」に記載があるので、そのいずれに当るのかを考慮して推奨理由を示して頂きたい。
